

























































砂丘 断崖地，塩沼地，湖沼 河川 ツ 湿地 高山 ， 石灰岩地等の特殊な立地に
特有な植物群落または個体群で，その群落の特徴が典型的なもの。
E 郷土景観を代表する植物群落で，特にその群落の特徴が典型的なもの。
F
過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林であっても
って伐採等の手が入っていないもの。
長期にわた
G 乱獲その他人為の影響によって，石川県内で極端に少なくなるおそれのある植
物群落または個体群。
H その他，学術上重要な植物群落または個体群。
この基準にしたがって，選出された石川県下の特定植物群落は102ヶ所である。その内訳は,A
65ヶ所,B6ヶ所,C14ヶ所,D20ヶ所,E58ヶ所,G2ヶ所,H6ヶ所となる。(備
考:Fに該当するものなし，該当する選定基準が複数のものがあるため，内訳のヶ所数の合計は群
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落数よI)多くなっている。
里見はこの報告書の中で1～7，14～50,53～55,60～103,120～157,160～165,168～173,
175～210頁を執筆した。
○大野政信・里見信生：白山と立山におけるハクサンコザクラとハクサンオオバコの個体数の
推移，石川県白山自然保護センター研究報告,NO.5,33～43(1979)
登山者の増加から高山植物の減少が案ぜられるので，自然保護の立場から白山と立山に於て，ハ
クサンコザクラとハクサンオオバコの産量の推定調査を行なった。
調査方法は1973,1975年に行なったものと同様,1×1m2の方形区をランダムに置いてその中の
有花個体を調べた。
この結果，1975年の調査とくらべて，立山ではハクサンオオバコ・ハクサンコザクラの両種とも
に，ほとんど変化が見られない。それに対し，白山ではハクサンオオバコは，むしろ増加している
が，ハクサンコザクラでは南竜ヶ馬場で音，それ以外では昔に，いちじるしく減少している。
これは，増加した登山者により踏まれることに問題があろう。踏圧に対して抵抗性力ざあるハクサ
ンオオバコでは減少をみないのに対し，抵抗性のないハクサンコザクラでは，その影響が強くあら
われたのであろう。
○里見信生：多彩な植物群，新加能風土記（右川県の歴史と風土)，244～252,創士社（1979）
第1章では，石川県の植生の概略をヤブツバキクラス域自然植生・現存植生，ブナクラス域自然
植生・現存植生，亜高山帯自然植生，高山帯自然植生にわけて述べ，次に第2章では石川県の高等
植物をフロラの研究，石川県の植物の特徴の項目下に記した。
第3章以下は各論と下等植物の記述で，第3章白山の高山植物までを里見が執筆し，第4章能登
の植物，第5章加賀の植物，第6章石川県のコケと海藻，第7章石川県のキノコは他の著者の手に
よって，それぞれ概略が述べられている。
○里見信生：北陸植物図譜（四十四）；（四十五),北陸の植物26:xxii(1978);xxiv(1979)
従来の植物図鑑では，日本海側に分布する植物の図が出ていないことが多い。そこで，この図譜
では，そのようなものを取り上げて行くことを目的としている。（四十四）ではエゾ､ソリバナ
EuonymusoxyphyllusMiqvar.magnusHonda(北海道から本州の山陰地方に至る日本海側に分
布)，と（四十五）ではトキワイカリゾウEpimediumsempervirensNakai(主として本州中部以
西の日本海沿岸地方に分布）を図示した。
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